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機械数学

問題 1 あるバクテリアは 20 分ごとに 1 回分裂し， 2 倍の個数に増えていく。このバクテリア 100

個が分裂を開始し， 1 億個以上に増えるのは何時間何分後か求めなさい。ただし log102=0.3010

とする。

問題2つぎの連立方程式を解きなさい

{ 2x =8y+1

5x+l = 25Y
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問題3 つぎの関数の極値を調べ、増減表を作成し、そのグラフを描き
なさい。また関数の最大値および最小値を求めなさい。
y==-x3 +3x2 +9x+l4 (-2�x�6) 

問題4 2直線y = 2x-4, y = ½x+Iのなす角o (0<0<;) を求めなさ
‘
,
'
’

 

し‘。
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工学 研究科 機械工学 専攻 機械システム コース 
 

科目名 機械数学 

 
【出題意図】 

問題 1 

 

問題 2 

 

問題 3 

 

問題 4 

指数関数的な増加モデルを立て，対数を用いて所要時間を求める基本的な

数学的思考力と計算力を評価 

指数の性質を用いて方程式を同じ底に書き換え，基本的な連立処理によっ

て解を導く力を評価。 

定義域における最大値・最小値を求める一連のプロセスを通して微分の基

礎力と関数の総合的な分析力を評価 

傾きと三角関数の関係を理解し、加法定理を適用する基礎力を評価 

 
【解答又は解答例】 

問題 1 

 

 

 

 

問題 2 

 

問題 3 

 

 

 

 

 

問題 4 

(1)20 分ごとに 2 倍になるので，分裂開始から n 回 分裂したときの個

数 𝑁 はN = 100 × 2𝑛となる。100×2ⁿ≥10⁸を満たす最小の nは log₂10⁶よ

り約 20 回となり、20 回×20 分＝400 分＝6 時間 40 分後に 1 億個以上と

なる。 

 

y=−4,  x=−9 

 

増減表とグラフを以下に示す。 

 

x … -1 … 3 … 

 

y’ － 0 ＋ 0 － 

y ↘ 9 ↗ 41 ↘ 

最大値： 41（x=3）, 最小値： -40（x=6） 

 

2 直線の傾きは 2(=tanα)と 1/3(=tanβ)であり、そのなす角は加法定理

より、tan𝜃 = tan(𝛼 − 𝛽) =
tan(𝛼)−tan(𝛽)

1+tan(𝛼) tan(𝛽)
=

2−
1

3

1+2×
1

3

= 1 よって𝜃 =
𝜋
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1. 直径 d= 10 mm, 長さ l= 10 m, 縦弾性係数 E= 200 GPa の丸棒に引張荷重が作用したところ，

E =2X 10ゴの引張ひずみを生じた解答に冗は文字のまま残さないこと．

(1) 伸び入を求めよ ．

ヽ

(2)引張応力 c を求めよ．

(3)引張荷重Pを求めよ．

） (4) この材料のポアソン比がV =0.3 のとき， 変形後の丸棒の直径を四捨五入することなく正確に求めよ ．

(5) 同じ材料で直径 d= 20 mm, 長さ l= 5 m の丸棒を(1)と同じだけ伸ばすために必要な引張荷重を求めよ．
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【出題意図】 

問題１ 

問題２ 

材料力学の基本的な知識があるか，縦弾性係数の意味を理解しているか． 

集中荷重が作用するはりに関する各物理量の値を正しく求めることがで

きるか． 

【解答又は解答例】 

問題１ 

問題２ 

(1) 𝜆 = 3 mm

(2) 𝜎 = 40 MPa

(3) 𝑃 = 3.14 kN

(4) 𝑑′ = 9.9994 mm

(5) 𝑃′ = 25.1 kN

(1) 𝑅A = 𝑅B = 1000 N

(2) 下左図のとおり．最大値は SFD で 1000N，BMD で 1000Nm．

(3) 下右図のとおり

はりが最も湾曲する部分は曲げモーメントが最大になる位置

SFD 

BMD 
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科目名 電気電子工学 
 
【出題意図】 

問題 1 

 

問題 2 

問題 3 

電気電子工学の抵抗を用いた基本的な回路の計算を正しく求めることが

できるか 

電流について理解しているか 

交流回路の解析で用いられる複素数について正しく理解し，各種計算がで

きるか 

 
【解答又は解答例】 

問題 1 

問題 2 

問題 3 

 

 

 

I1=8[A]，I2=4.8[A] 

200[C] 

(1)1 − 𝑗2√3 

(2) 4 ቀcos ቀ−
గ

ଷ
ቁ − 𝑗 sin ቀ−

గ

ଷ
ቁቁ 

(3)下図のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

Im 

Re −
𝜋
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工学 研究科 機械工学 専攻 機械システム工学 コース

科目名 流体力学 

【出題意図】 

問題１ 

問題２ 

問題３ 

流体力学で扱う基本用語や基本物理量を理解しているかを問う． 

静止流体力学の基礎である流体中の物体に働く力を正しく求めることが

できるかを問う． 

流体力学の基本原理（連続の式，ベルヌーイの定理）が正しく理解できる

かを問う． 

【解答又は解答例】 

問題１ 

問題２ 

問題３ 

（1） 粘度（粘性係数），Pa・s，動粘度（動粘性係数），m2/s

（2） 境界層，粘性，非粘性

ρ= 800 [kg/m3]，m = 800 [kg] 

v1 = 40.4 [m/s]，Q = 2.86 [m3/s] 




